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ぼくらは博物館へとやってきた。恐竜の骨などを見ながら展示室の奥へと進もうとすると、
白衣を着た学芸員がボクらの前に躍りでて通せんぽ。
「この先は立入禁止なんですよ。何せ、すごい物を発見したんでね、フフフ……」
と、光るメガネの下で不気味に笑う。ちょっと気になるけど、立入禁止じゃしょうがない。
ぼくらはあきらめて博物館を出ることにした。
るくらはあきらめて博物館を出ることにした。19
〓419ヘ
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前方にまぶしい光が!もしや、埋蔵金〓と思いきや、それはお天とう様で……。
てう、迷路に迷ったらしく、ぼくらは穴の外へ出てしまったんだ。
「……本当に大丈夫なのかあ……?」と、疑惑のマナコで見るモッチーさんに、
「だ、大丈夫!」と笑顔で答えて再びトライ!でも、ぼくら、方向音痴かも。〓497
582
まぼろし老人は薄く笑みを浮かべて言った。508
でも、さっき歩いた一本道は、透明な膜のようなものがあって先に進めなかった。
「もう大丈夫じやよ。ここがどういうところかわかれば、おのずと道は開けるのじゃ」
まぼろし老人は薄く笑みを浮かべて言った

